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今奉口6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 1年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称 ) 単位数 教 材

サイエンス AFPエ クスプレッション

教科書 :情報 I[数研出版]

副教材 :情報 Iサポー トノー ト [数研出版]

副教材 :普通科課題研究ガイ ドブック[倉敷天城高校]

副教材 :ニ ューステップアップ情報 I[東京書籍]

学習の

ねらい

AFPリ サーチと緊密な連携をとりながら、科学的・統計的な問題解決学習 (課題研究)を 行い、他

者と協働 し、粘 り強さと独創的発想力を持つ次世代型 り∵ダー「サィェンスエミネンター」を育成する。

SSH指 定Ⅳ期 日 (GⅣ )で育成するとした次の(1)か ら(3)の 力の伸長を図る。

(I)様 々な障壁に屈せず、研究課題を追究 し続ける力である「課題追究力」を身に付ける。

(2)異分野・異文化を横断・俯嗽 して課題を解決する統合力と柔軟性、独創的発想力である「異分野統合

力」を身に付ける。

(3)異世代と協働し他を支え、牽引する指導力とフォロワーシップである「異世代協働力」の伸長を図る。
(4)SSH指 定Ⅲ期日 (GⅢ )に育成するとした次の二つの資質・能力も同時に身に付ける。

①必要な情報を書籍や論文,イ ンターネットから抽出することのできる「インテイクカ」

②研究活動を備欧し、兇要に応じて柔軟に軌道修正できる「メタ諷矢0カ 」

③他者に分かりやすく説明したり、他者の発表を傾聴し、質問をしたりするなどして理解しようとす
る「コミュニケーションカ」

授業形態

ア ドバイス

など

この投業では、特に「異分野統合力」(GⅣ )と 「コミュニケーションカ」(GⅢ )の伸長を図ります。

他の分野の研究にもしっかりと興味 。関idを 持ち、理解するよう努めましょう。

発表会等においても、第二者に分かりやすい発表を鳶掛けましょう。

「コミュニケーションカ」には英語による発表なども含まれるので、余裕があれば積極的に英語での発

表にも挑戦しましょう。また、外部での発表の機会もあります。積極的にチャレンジしましょう。

評価の観点 欠口識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取 り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

データ処理の統計的な手法

や情報モラルについての矢口識

を身に付け,表計算ソフ トウエ

ア・ヮープロソフ トゥエア・プ

レゼンテーシ ョンソフ トウエ

アの基本的な争果作方法に習熱

している。

得 られたデータか ら何がい

えるか判断することができる。

表計算ソフ トウエア・ヮープ

ロソフ トウエアを活用し、効果

的な図・表やグラフを作成し、

論理的に一貫 した論文にまと

めることができる。

プ レゼ ンテーシ ョンソフ ト

ウエアを活用 し、分かりやすい

スライ ドをつくったり、分かり

やすい発表 を行 った りするこ

とができる。

研究活動に積極的に参加 し、

様 々なアイデ ィアを出 し合ち

てよ りよい方向を目指 そうと

する。

育てたい生徒l象

(資質,能力)

との関連

インテイクカ (G皿 ) メタ諷矢ロカ (GⅢ )

コミュニケーションカ (GⅢ )

異分野統合力 (GⅣ )

課題追究力 (GⅣ )

異世代協働力 (GⅣ )

主な :

評価方法

Oコ ンピュータの操作スキル

O先行研究の レビュー

O考査の得点 (2回 ,4回 ,年度

末などを予定)

O論文・ポスター・スライ ド

O発表の様子

O発表会において他者を評価す

る「コメン トシー ト」の記述内容

O教員による観察



学期 学習内容
学習の到注目標

矢口識・技能   1  思考・判断・表現 主体的に学習に取 り組

前
期

情報社会での■ 員としての責

任を自覚させる。また、研究倫

理について理解する。

研究活動がより効率的・効果

的となるよう「AFPリサーチ」と

連携した活動を行う。

・情報通信機器を活用し、

研究活動に挺要な情報得

るための方法やネチケット

を身につけている。

・著作権など、研究活動に

捲要な研究倫理を理解し

ている。

・研究活動に捲要な情報

を効率よく適切に得ること

ができる。

・データの収集や解釈の

過程や論文作成の場面

で、著作権などに留意 し

ながら活動を進めること

ができる。

・疑問点などを、情報通信

機器を積極的に活用して

解決しようとする。

・著作権などに配慮 しな

がら、自分たちのオリジナ

ルの図・表などを作成しよ

うとする。

・研究課題の設定から、研

究活動、発表までの一連

の流れを理解し、ロードマ

ップを作成することができ

る。

・どこが自分たちのオリジ

ナリティーなのか、理解し

た上で、通切な研究計画

を立案し、実行することが

できる。

。積極的に計画の立案や

研究活動に関わり、自分

たちのオリジナリティーを

追究しようとしている。

後
期

ロードマウプ発表会、中間発表

会、論文発表会等が効果的な

ものになるよう、これらの準備を

て子う。

検証のための追実験や追調査

を行う。

・論文、スライド、ポスター

など研究成果を表現する

ためのアプリケーションソ

フトウエアの機能について

理解し、活用することがで

きる。

・研究成果を第二者に分

かりやすく伝えるための表

現の工夫ができている。

・他のメンバーや教員とデ

ィスカッションをしながら、

伝え方について試行錯誤

しながら工夫を重ねてい

る。

・研究成果として不十分な

ところや不足しているデー

タについて理解し、追実験

や追調査を計画すること

ができる。

・FRら れた時間の中で、効

率的に追実験や迫調査を

するための計画を立案す

ることができる。

。他のメンバーや教員とデ

イスカッションをしながら、

効率的な迫実験や追調査

の方法を模索しようとして

いる。

備考

副教材は、高校卒業後も活用できる便利な書籍なので、大切にとっておくこと。



今不口6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 1年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称) 単位数 教 材

サイエ ンス AFPリ サーチ 2

教科書 :情報 I[数研出版]

副教材 :情報 Iサポー ト/と 卜 [数研出版]

副教材 :普通科課題研究ガイドブック[倉敷天城高校]

副教材 :ニ ューステップアップ情報 I[東京書籍]

学習の

ねらい

科学的・統計的な問題解決学習 (課題研究)を 通し、他者と協働 し、粘り強さと独創的発想力を持つ

次世代型 リーダー「サィェンスエ ミネンター」を育成する。 SSH指 定Ⅳ期目 (GⅣ )で育成するとし

た次の(I)か ら(3)の 力の伸長を図る。

(1)様々な障壁に屈せず、研究課題を追究し続ける力である「課題追究力」を身に付ける。

(2)異分野・異文化を横断・俯嗽 して課題を解決する統合力と柔軟性、独創的発想力である「異分野統合

力」を身1こ 付ける。

(3)異世代と協働し他を支え、牽引する指導力とフォロワーシップである「異世代協働力」の伸長を図る。
(4)SSH指定Ⅲ期日 (GⅢ )に育成するとした次の二つの資質・能力も同時に身に付けるぅ

①雖要な情報を書籍や論文,イ ンターネットから抽出することのできる「インテイクカ」

②研究活動を俯H敢 し、踏要に庵じて柔軟に軌道修正できる「メタ譴知力」

③他者に分かりやすく説明したり、他者の発表を傾聰し、質問をしたりするなどして理解しようとす
る「コミュニケーションカ」

授業形態

ア ド′ドイス

など

I班 5人程度のグループをつくり、課題の設定から始まり、研究活動・データの整理と吟味・論文とポ
スターの作成の流れで授業を実施 します。

班のメンバーや分野担当の先生としっかりとディスカウションをしながら進めていきましょう。
「コミュニケーションカ」には英語による発表なども含まれるので、余裕があれば積極的に英語での発

表にも挑戦し事しよう。また、外部での発表の機会もあります。積極的にチャレンジしましょう。

評価の観点 矢口識・技能 1   思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

インターネットや書籍から、

課題の設定や研究の遂行に捲

要な情報 を取 り出すことので

きるスキルを身に付けているど

(兇 要な矢9識 を得るためのス

キルを身に付けている)

得 られたデータか ら何がい

えるか半J断することおヾできる。

表計算ソフトウエア・ワープ

ロソフトウエアを活用し、効果

的な図・表やグラフを作成 し、

論理的に一貫 した論文にまと

めることわヾできる。

プ レゼンテーシ ョンソフ ト

ウエアを活用し、分かりやすい

スライ ドをつくったり、/刀＼か t'

やすい発表 を行 った りするこ

とができる。

研究活動に積極的に参加 し、

様 々なアイデ ィアを出 し合 っ

てよ りよい方向を目指そ うと

する。

育てたい生徒像

(資質,能力)

との関連

インテイクカ (GⅢ ) メタ訳矢ロカ (GⅢ )

コミュニケーションカ (GⅢ )

異分野統合力 (GⅣ )

課題追充力 (GⅣ )

異世代協働力 (GⅣ )

主な

評価方法

○コンピュータの操作スキル

O先行研究のレビュー

O論文・ポスター・スライ ド

O発表の様子

○発表会において他者を評価す

る「コメントシー ト」の記述内容

O教員による観察



学期 学習内容
学習の到逹目標

知識・技能 1  思考・判断・表現 1 主体的に学習に取 り組

前

期

通切な課題設定が可能となる

よう、文献やICT機器を活用し

た先行研究の収集と分析の方

法について学習する。

科学的・統計的な課題解決に

基要な知識・技能を習得する。

また、そのために兇要となる「入

力変数」「出力変数」|こ ついて

理角子する。(CASEな ど)

迫切な課題の設定と科学的・

統計的課題解決の方法に基づ

く研究計画を作成し、実行に移

すことができるようにする。

・インターネットや図書を

活用して課題研究の研究

テーマについて調べる方

法を理解し、実院できる。

・自分たちのオリジナリティ

ーのある研究テーマを設

定することができている。

・自分たちのォリジナリテイ

ーを追究するために、積極

的に先行研究を調べよう

としている。

・研究活動の一連の流れ

について理解 している。

「人力変数」「出力変数」

の意味を理解している。

・研究活動に捲要な「人

力変数」「出力変数」を迫

切に設定することができ

る。

・積極的に課題を発見し、

試行錯誤を繰り退しなが

ら「人力変数」「出力変

数」を設定しようとする。

。課題解決に蜂嬰な材料

や素材、方法について理

解し、分かりやすいロード

マップを作成することがで

きる。

・様々な観点から、実際に

実行可能な研究方法を提

案することができる。

・他のメンバーや教員と積

極的に関わりながら研究

活動を遂行することがで

きる。

後

期

統計夕と理などの撻要な次口識・

技能の習得と演習を通して研

究活動に応用できるようにす

る。

研究成果を他者に分かりやす

く説明するための論文、スライ

ド、ポスターの表現・作成方法

について学ぶ。

・分散、標準偏差などの基

礎統計について理解 し、

表計算ソフトウエアなどを

活用してこれらの量を求

めることができる。

・得られたデータの統計処

理の方法を通切に選択す

ることができ、迫切な表や

グラフを作成することがで

きる。

・表計算ソフトウエアなど

を積極的に活用し、データ

処理を行った上で結果を

解釆尺しようとしている。

・論文、スライド、ポスタ‐

を作成するためのアプリケ

ーションソフトウエアの機

能を理解し、活用すること

おヾできる。

・論文、スライド、ポスター ―
論文、スライド、ポスター

の作成に当|り 、研究成 |のイ乍成に当たり、教員や

果を他者に分かりやすく

伝 えるための効 果的な

図・表、グラフの活用など

ができる。

他のメンバーと積極的に

関わりながら試行錯誤を

し、様々な工夫をしている。

備考

副教材は、高校卒業後も活用できる便利な書籍なので、大切にとっておくこと。



今不口6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 理教科 1年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称 ) 単位数 教 材

サイエ ンス ASE Ist Stage

教科書 :情報 I[数研出版]

副教材 :情報 Iサポー トノー ト [数研出版]

副教材 :ニ ューステップアップ情報 I[東京書籍]

副教材 :理数科課題研究ガイ ドブック[倉敷天城高校]

学習の

ねらい

理数科では2年間を通して物理・化学・生物・地学・数学についての課題研究を通し、他者と協働 し、

粘り強さと独創的発想力を持つ次世代型リーダー「サイエンスエミネンター」を育成する。SSH指定

Ⅳ期目 (GⅣ)で育成するとした次の(1)か ら(3)の力の伸長を図る。

(I)様 々な障壁に屈せず、研究課題を追究し続ける力である「課題追究力」を身に付ける。

(2)異分野・異文化を横断・備嗽して課題を解決する統合力と柔軟性、独創的発想力である「異分野統合

力」を身に付ける。

(3)異世代と協働し他を支え、牽引する指導力とフォロワーシップである「異世代協働力」の仲長を図る。

(4)SSH指定Ⅲ期目 (GⅢ )に育成するとした次の二つの資質・能力も同時に身に付ける。

①捲要な情報を書籍や論文,イ ンターネットから抽出することのできる「インテイクカ」

②研究活動を俯日敢し、盛晏に薦じて柔軟に軌迫修正できる「メタ諷知力」

③他者に分かりやすく説明したり、他者の発表を傾聴し、質問をしたりするなどして理解しようとす

る「コミュニケーションカ」

当該科日は、 1年次前期半年の科目で、テ
=マ

の設定に向けて試行錯誤t繰 り返しながら予備実験な

どを行って後期からの本格的な研究活動に備える。

投業形態

ア ドバイス

など

各自の興味に薦じて ,班 5人程度のグループをつくります。

班のメンバーや分野担当の先生としっかりとディスカッションをしながら進めていきましょう。

テーマの設定に当たっては、先行研究をしっかりと参考にしましょう。

評価の観点 矢口識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取 り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

データ処理の統計的な手法

や情報モラルについての矢口識

を身に付け,表計算ソフ トウエ

ア・ワープロソフ トウエア・プ

レゼンテーシ ョンソフ トウエ

アの基本的な操作方法やプロ

グラミングに習熱している。

インターネッ トや書籍か ら

得た情報が信用で きるもので

あるか、また、自分たちにとっ

て捲要なものであるか判断で

きる。

プ レゼンテーシ ョンソフ ト

ウエアを活用し、分かりやすい

スライ ドをつくったり、分かり

やすい発表 を行 つた りす るこ

とができる。

研究活動に積極的に参加 し、

様 々なアイデ ィアを出 し合 っ

てよ りよい方向を目指そうと

する。

育てたい生徒像

(資質・能淘)

との関連

インテイクカ (G皿 ) メタ認知力 (GⅢ )

コミュニケーションカ (GⅢ )

異分野統合力 (GⅣ )

課題追究力 (GⅣ )

異世代協働力 (GⅣ )

主な

評価方法

Oコ ンピュータの操作スキル

○先行研究のレビュー

Oス ライ ド

○発表の様子

O発表会において他者を評価す

る「コメン トシー ト」の記述内容

O教員による観察



学習の到逹目標

主体的に学習に取 り組矢口識・技能 思考・判断・表現
学期

・セキュリティーについての

判断力を身に付けている。

また、プレゼンテーション

の方法を身に付けている。

・インターネットや書籍など

から、挺要な情報を取り出

すことができ、その信頼性

について吟味することが

できる。

・研究活動に兇要な情報

確保の手段としてのコンピ

ュータ活用に関して、情報

社会に参カロする地切なネ

チケットを身に付けてい

る。

・校外学習での調査・見

学や情報の特別ラボ講座

をとおして、これら1こ 関する

基本的な矢口識や手法を身

に付けている。

・校外学習の成果をポス

ターにまとめることができ、

最終 日に分かりやすい発

表を行うことができる。

・ラボ講座に興味を持ち、

積極的に参カロしようとす

る。

・専門用語など、分からな

い単語がある場合、様々

なメディアで調べることが

でき、文章の意味を理解

しようとしている。

・積極的に英語を使って講

師に質問しようとしてい

る。

l科学英語で使われる基

本的な英単語を理解して

いるs

・活動に積極的にかかわ

ろうとしている。また、他の

班の研究についても輿味

をもって積極的に理解しよ

うとしたり提案したりしよう

としている。

・後期から本格的に始まる

研究活動に捲要な機器、

材料、方法などについて

の矢口識と操作スキルを身

に付けている。

。発表会において、他の班

の研究についても、その妥

当性や実現可能性につい

て考えることができる。

。先行研究などを積極的

に調べようとしている。

・予備実験などに粘り強く

取り組むことができる。

情報機器の活用とll青 報モラル、

プレゼンテーション、プログラミ

ングの基礎

夏の特別ラボ講座

科学英語実験講座

テーマ決定に向けての事前学

習

(前期めみの科目のため、記載

事項なし)

備考



今和 6年度 岡山県立倉敷天城高等学校 理数科 十年 (後期 )。 2年 (前期)シ ラバス

教科名 科目名 (校内名称) 単位数 教 材

サイエンス ASE 2nd Stage 2

教科書 :情報 I[数研出版]

副教材 :情報 Iサポー トノー ト [数研出版]

副教材 :ニ ューステップアップ情報 I[東京書籍]

副教材 :理数科課題研究ガイ ドブック[倉敷天城高校]

学習の

ねらい

科学的・統計的な問題解決学習 (課題研究)を 通し、他者と協働し、粘り強さと独創的発想力を持つ

次世代型 リーダー「サイエンスエミネンター」を育成する。SSH指定Ⅳ期目 (GⅣ )で育成するとし

た次の(1)か ら(3)の力の仲長を図る。

(1)様々な障壁に屈せず、研究課題を追究し続ける力である「課題追究力」を身に付けると

(2)異分野・異文化を横断・俯日敢して課題を解決する統合力と柔軟性、独創的発想力である「異分野統合

力」を身に付ける。

(3)異世代と協働し他を支え、牽引する指導力とフォロワーシップである「異世代協働力」の伸長を図る。

(4)SSH指定Ⅲ期目 (GⅢ )に育成するとした次の二つの資質・能力も同時に身に付ける。

①踏要な情報を書籍や論文,イ ンターネットから抽出することのできる「インテイクカ」

②研究活動を備嗽し、踏要に薦じて柔軟に軌道修正できる「メタ認次ロカ」

③他者に分かりやすく説明したり、他者の発表をイレ買聴し、質問をしたりするなどして理解しようとす

る「コミュニケーションカ」

この科日では、 1年次の後期と2年次の前期で本格中な研究活動を 1年間かけて実施する。特に2年

次では、年 3回 実施する理数科シンポジウムの中核として、「異世代協働力」の伸長を図る。

授業形態

ア ドバイス

など

研究の方法をできるだけ早く確立し、具体的なデータが取れるようにしましょう。

「ロー ドマップ」を作成し、常にスケジュールを意識 しながら活動をしましょう。

得 られたデータから面白い発見があることが多いです。「なぜ ?」 「なぜ ?」 と問い掛けながら、班のメ

ンバーや分野担当の先生としっかりとディスカッションをしながら進めていきましょう。

発表の機会には、自分たちのオリジナリティーをしっかり主張しましょう。

評価の観点 矢口識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

先行研究についての矢口識 を

持ち、自分たちの研究の方法や

意義を理解 している。また、デ

ータ処理の方法を知っている。

得 られたデータか ら何がい

えるか判断することができる。

表計算ソフ トウエア・ワープ

ロソフ トウエアを活用し、効果

的な図・表やグラフを作成する

ことができる。

プ レゼ ンテーシ ョンソフ ト

ウエアを活用し、分かりやすい

スライ ドをつくったり、分かり

やすい発表を行った りするこ

とができる。

研究活動に積極的に参加 し、

様 々なアイデ ィアを出 し合 っ

てよ りよい方向を目指そ うと

する。

理数科 シンポジウムに置い

て、異年船の生徒たちと積極的

にかかわろうとしている。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

インテイクカ (GⅢ ) メタ認知力 (G皿 )

コミュニケーションカ (GⅢ )

異分野統合力 (GⅣ )

課題追究力 (GⅣ )

異世代協働力 (GⅣ )

主な

評価方法

○コンピュータの操作スキル

○先行研究のレビュー

Oロ ー ドマップ

○論文・ポスター・スライ ド

O発表の様子

O発表会において他者を評価す

る「コメン トシー ト」の記述内容

○教員による観察



学期 学習内容
学習の到達目標

矢口識・技能   1  思考・半lJ断 ・表現  1 主体的に学習に取 り組

年
次
後
期

研究テーマの決定

研究方法の確立

理数科シンポジウムヘの参加

。前期で設定した研究テ

ーマについて、先行研究

の事例や前提となる知識

を持っている。

・研究活動で必要な矢口識

をインターネットや書籍か

ら得る方法を知っている。

・研究活動に姓要な機器

や材料,方法を考えること

かヾできる。

・研究活動に踏要な「人

力変数」「出力変数」を適

切に設定することができ

る。

・班のメンバーや先生と積

極的にディスカッションを

しなおヾら、様々なアイディア

を出すことができる。

・研究の方法について、そ

の意義を理解している。

・試行錯誤を繰り返しなが

ら、最適な方法を探ろうと

している。また、自分たちの

やろうとしていることを分

かりやすく第二者に伝える

ことができ、そこから様々

なヒントを得ようとする。

・積極的に班のメンバーや

先生に問い掛けて、自分

たちの方法が適切かどう

か確記しながら研究を遂

イ子している。

。次年度 (2年次)に備え、

困難をどう克服しながら

研究を進めて行くかにつ

いて理解している。

・2年次の先輩から、どの

ような問いかけをすれば

有益な情報を得られるか

考えている。

・2年次生の先輩からでき

るだけ多くの教訓 を引き

出そうと積極的に問い掛

けている。

年
次
前
期

研力九テ~マの再確認とロードマ

ツプ

データの収集と吟味

研究のまとめ

・年度ユ刀めに当たり、ロー

ドマップを基に、自分たち

の研究の全体像を理解し

共有ている

。今後の研究をどう進めて

いくべきか迪切に判断し

表現することができる。

。新た|こ加わった教員など

に、自分たちの研究を積

極的に理解してもらおうと

している。

l得 られたデータをグラフ

化するなどして結果を吟

味することができる。

`得 られた結果を基に、次

にどのようなことをすれ

ば、より発展した研究にな

るか考え、判断することが

できる。

。他のメンバーや教員と積

極的に関わりなが ら、ま

た、第二者から意見を求

めながら研究活動を遂行

することができる。

・研究をまとめ、論文、スラ

イド、ポスターを作成する

ための図・表やグラフなど

の作成を行うことができ

る。

・論文、スライド、ポスター

の作成に当たり、研究成

果を他者に分かりやすく

伝 えるための効果的な

図・表、グラフの活用など

ができる。

,論文、スライド、ポスター

の作成に当たり、教員や

他のメンバーと積極的に

関わりながら試行錯誤を

し、様々な工夫をしている。

備考


